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第 3 章には，与えられた直列型繰返し系 (T系)から，それと等価でかつ狭義に安定な一方向
並列型繰返し系 (Pl 系)を求める変換が示されている。
第 4 章では， P 1 系と広義に安定な一方向並列型繰返し系 (P 2 系)との関連を考察し， P2 系
は P 1 系よりも真に能力が大きいことを示している。
第 5 章では，決定性単純句構造言語，線形単純句構造言語はともに P 1 系で受理されることを
示し，さらに， T系では受理できない線形でかつ決定性の単純句構造言語が存在することを明ら
かにしている。このことは，第 3 章の結果と合わせて， P 1 系は T形よりも真に能力が大きい乙
とを示している。また，単純句構造言語は P 2 系で受理されること，ニ方向並列型繰返し系で受
理される言語のクラスは決定性リニア・パウンディッド・オートマトンで受理される言語のクラ
スに一致することも示されている。
第 6 章ではその他の結果をまとめであり，与えられた線形単純句構造言語を受理する T系が存
















第 1 編 l乙述べられている一次元繰返し論理回路系の能力に関する研究においては，四つの型の
繰返し論理回路系と，決定性単純句構造言語， リニア・パウンディッド・オートマトン等との相






は， センテンスの導出木の構造上の類似性に着目し， Unger 等が考察した等価性を特殊な場合
として含む構造的等価性を定義してその等価性が決定可能であることを示している。また，同様
の観点から Culik が定義した翻訳可能性を特殊な場合として含む翻訳可能性の概念を導入し，
それも決定可能であることを示している。さらに，それらの等価性と翻訳可能性との関連を明ら
かにしている。この分野の問題は，その重要性にもかかわらず，これまであまり研究されておら
ず，その意味でも本研究の価値は少なくない。
以上のようにして，本論文は情報工学に寄与すると乙ろ大である。よって博士論文として価値
あるものと認める。
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